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橋北の先進的な取り組みを
全市へと広げたい

市長との地域づくり懇談会 開催 8/25

＜森市長の挨拶＞

経済活動とコロナ対策の両立

＜山内連合会長の挨拶＞

災害に強い 子育てしやすい
高齢者に優しい まちづくり

テーマ①「カーボンニュートラル」

ゴミ減量化の現状は
太陽光発電の問題点は？

デジタル化
の推進

電気自動車
電灯のLDE化

テーマ② 認知症の人に やさしい まちづくり

75歳以上高齢者の
5人に１人が認知症

脱炭素化社会の
実現は身近な
ことから

早期発見・予防が大切

「認知症カフェ」
通所サービスの展開

「認知症サポー
ター養成講座」
の全地区実施

※ 令和4年10月1日から
「もの忘れ健診」が
始まりました。

認知症の人にやさしい
まちづくりは、橋北から



中部電力バイオマス発電所の視察

9月20日、台風一過の青空のもと、やや強い風は吹
いたものの連合自治会の研修視察として、バイオマ
ス発電所を見学しました。バイオマス発電は、燃や
してもCO2の増減に影響を与えない「カーボン
ニュートラル」という発想で作られています。木く
ずや燃えるごみを燃焼する際の熱を利用して発電し
ます。四日市発電所では、「木質ペレット」（木く
ずを固めたもの）と「パーム椰子殻」（ヤシの実か
ら油を搾った後の殻）を利用しています。
年間発電量は一般家庭12万世帯分、地球環境にや
さしい再生エネルギー開発の一環として設置されて
います。
連合自治会は、今後も環境、福祉、人権等、持続可
能な社会の実現を目指した研修に取り組みます。
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